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	背景
	IL-1βをアスパラギン酸とアラニンの間で切断し、様々な炎症プロセスに関与する成熟サイトカインを放出するチオールプロテアーゼ。病原体に対する防御に重要である。ステロール調節エレメント結合タンパク質（SREBP）を切断・活性化する。また、アポトーシスを促進することもできる。チオールプロテアーゼは、炎症性サイトカインであるインターロイキン-1ベータ（IL1B）およびインターロイキン-18（IL18）の前駆体や、ピロプトーシス誘導因子ガスデルミン-D（GSDMD）などの他のタンパク質を活性成熟ペプチドにタンパク質分解的に切断することにより、さまざまな炎症プロセスに関与しています（PubMed:15326478、PubMed:1574116、PubMed:7876192、PubMed:15498465、PubMed:26375003、PubMed:32051255）。炎症反応の開始因子として細胞免疫において重要な役割を果たします。インフラマソーム複合体の形成によって活性化されると、炎症性サイトカインIL1BおよびIL18の切断を介して炎症誘発反応を開始し、様々な炎症プロセスに関与する成熟サイトカインを放出します（PubMed:1574116, PubMed:7876192, PubMed:15498465, PubMed:15326478, PubMed:32051255）。P1位のAsp残基の後のテトラペプチドを切断します（PubMed:1574116, PubMed:7876192, PubMed:15498465）。また、GSDMDの切断を介して、プログラムされた溶解性細胞死経路であるピロプトーシスを開始します（PubMed:26375003）。インターロイキンIL1BおよびIL-1Bの切断とは対照的に、GSDMDの認識と切断はコンセンサス切断部位に厳密に依存するのではなく、CASP1上のガスデルミンDのC末端（GSDMD-CT）部位を認識し結合するエキソサイトインターフェースに依存する（PubMed:32051255、PubMed:32109412、PubMed:32553275）。​​DNAウイルス感染時にはインフラマソームが活性化され、RNAウイルス感染時には活性化されないが、CGASを切断して不活性化することで抗ウイルス免疫を制御する（PubMed:28314590）。アポトーシス細胞では、細胞外に放出されたSPHK2を切断し、細胞外で酵素活性を維持する（PubMed:20197547）。
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	HeLa 細胞溶解物中のカスパーゼ 1 のウェスタン ブロット分析。

